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大賀ハス（紀の川市）

大賀ハスは、発見者である大賀博士の名前がつけられています。２０００年前の地層か
ら、多くの方々の力添えを得て探し出された３つの実のうち、一つだけ花を咲かせることに
成功したものです。その後、大賀博士の愛弟子であった阪本教諭により美浜町に分根され、
今は紀の川市の平池のほかにも、県内各所でその姿を観賞することができます。
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                   知  事  メ  ッ  セ  ー  ジ   

 

健康づくり県民運動  
 

和歌山県は、今度 の長期総合計画で 健康長寿日本一を めざすとして

います。実は前の長期総合計画でもそう書いていたのですが、結果は

それとほど遠いものでした。他県に比べて寿命もそう長くないし、ま

た、年をとって介護サービスのお世話になるのがかなり早い方の県で

あります。ということは、早く健康を害しているということです。  
和歌山県は高齢化 比率の高い県です が、お年寄りでも 元気に生き生

きと長生きができれば、高齢化自体は何も悪いことではありません。

健康でなくなるのがいけないのです。長野県は、かつて健康寿命の短

い県でした。長い冬こたつに入って野沢菜漬など塩分の高いものを食

べているからだと当時言われました。そこでがんばって保健補導員の

制度を導入し、皆が力を合わせて栄養バランスに気をつけ、運動につ

とめました。そうしたら数１０年たったら、今や日本一の健康長寿県

です。  
和歌山県でも一昨 年から同様の健康 推進員制度をとり 入れ始めまし

た。さらに今年から運動の習慣をつけて、さらに健康増進につとめよ

うとしています。しかし、運動をしようと言っても、私もそうですが、

中々できません。何か励みがないと。しかも地域ぐるみで皆が運動す

る励みになるようなしかけを作りませんと、中々進まないと思いまし

た。  
そこで、今年２つ のしかけをまもな くスタートさせま す。１つは自

治会単位で運動ポイントをためます。皆でラジオ体操したら何点、町

のおそうじの労力奉仕をしたら何点という具合です。そして住民１人

当たりポイントの高い優良自治会を表彰します。いわば団体戦です。

２つめは、個々の人がスマホに登録して１日８，０００歩歩いたら１

ポイントというようなポイントデータが県のサーバーにたまるように

して、これまたポイントの多い人は、メダルの授与であります。いわ

ば個人戦です。  
もうじき制度がで きますので、皆さ んふるって参加し ましょう。そ

して運動を通して、いつまでも元気で暮らしましょう。  
 

  和歌山県知事  仁  坂  吉  伸  

 

 

 

 

 6/6 ね ん り ん ピ ッ ク  

実 行 委 員 会 設 立 総 会 に て  
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今月の和歌山県政トピックス                         

＊ 最近の県政の動きや県内の話題などをピックアップしてお届けします。 
 
●ジェトロ和歌山貿易情報センターの設置が決定                       

 
我が国唯一の貿易振興機関である日本貿易振

興機構（ジェトロ）の国内事務所となる「和歌山

貿易情報センター」が、今年１０月、県庁内に設

置されることが決定しました。 

４月号で知事がジェトロの石毛理事長に和歌

山貿易情報センターの設置要望書を提出したこ

とをお伝えしていたところですが、早くも念願が

叶い、６月２０日に設置決定通知書手交式が執り行われました。  

このことにより、１０月のセンター設置以降は、県内事業者の皆さんが、大阪まで出向

かなくてもジェトロの支援を受けていただけるようになります。 

手交式に出席された赤星副理事長は「県内には優れたメーカー、農水産物、観光資源が

あり、潜在能力があると感じている。和歌山県の経済発展のために貢献したい」と話され、

知事は、「海外への展開や活動をするときに一番助けてくれる機関で、とてもありがたい。

大いに使わせていただきたい」と話しました。 

なお、県庁内への国内事務所設置は、全国初となります。 

 

●インド・マハラシュトラ州の政府関係者と中学生、教諭が来県                       

 
県が実施している世界遺産地域次世代育成事

業（※）に参加するため、インド・マハラシュトラ

州から、同州の政府関係者と中学生、教諭の皆さ

んが来県されました。 

本県とインド・マハラシュトラ州は、平成２５

年に観光や食品加工の分野における覚書を交わ

し、その後も活発な交流を続けています。 

マハラシュトラ州観光開発公社ワグマレ総裁

ほか政府関係者の皆さんは、６月１４日、知事を

表敬訪問されました。会談では、両者から今まで

の交流についてのお礼などが述べられ、今後、覚

書を更新し、お互いが日本、インドにおいてマハ

ラシュトラ州、和歌山県を紹介するゲートウェイ

になるよう、さらに友好を深めていこうと話し合

いました。 

手交式の様子 

知事室にて 

東陽中学校の皆さんと 



 - 3 - 

                       今月の和歌山県政トピックス  

 

一方、中学生と教諭の皆さんは、熊野古道を散策し、世界遺産センターを視察したほか、

県内中学校との交流事業を通じ、世界遺産保全について学ばれました。 

なお、マハラシュトラ州は、人口１億人を超え、経済力ではインドでも１、２を争うほ

どの力のある州で、そのほかにも、デカン高原の農業地帯を擁し、インド仏教美術の最高

峰として有名なアジャンタ石窟群やエローラ石窟群などの世界遺産を有しています。 

和歌山県が、そのような州から高く評価されていることは、大変喜ばしいことです。 

※中学生や高校生が世界遺産の魅力や保全について学ぶ事業 

 

●地場産業の父カール・ケッペンの功績を讃える石碑を建立                       

 
このたび、明治初期、軍事訓練指導者として

プロイセン（ドイツ）から和歌山藩に招かれ、

母国の優れた製造技術を伝えることで、和歌山

の地場産業の礎を築いたとされるカール・ケッ

ペンを顕彰する石碑が完成し、６月２２日、除

幕式が行われました。 

もともと、寓居
ぐうきょ

（※一時的な住まい）跡であ

る和歌山大学教育学部附属小中学校の一角には木製の碑がありましたが、長年の風雨等に

より激しく傷んでいる状況でした。このことに心を痛めた和歌山日独協会の皆さんが、同

協会の１０周年記念として石碑の建立を呼びかけ、知事もこれに賛同し、このたびの建立

となりました。 

カール・ケッペンは、明治２年に陸奥宗光の仲介で和歌山藩に招かれ、プロイセン式軍

事教練の指導にあたりました。また、藩兵に必要な軍靴や軍服用フランネル、弾薬を用意

するため同郷の職人を呼び、これらの製造にあたりました。この際に導入された製造技術

が、県内の皮革、繊維、化学の地場産業の礎となり、県の産業振興に多大な功績を残すこ

ととなりました。 

 なお、カール・ケッペンの影響は、本県への製造技術の伝承にとどまらず、その先進的

な軍事教練を見るために、薩摩藩をはじめとする諸藩の軍事担当者や、アメリカ、イギリ

スの海外公使が来藩するほどで、近代国家をめざす明治政府のモデルとして大きな影響を

与えました。 

 県立博物館や市立博物館にもゆかりの品々が所蔵されていますので、皆さん和歌山へお

越しの際は、カール・ケッペンの功績に触れてみてはいかがでしょうか。 

 

●第１６回わかやま環境賞授賞式を開催しました                       

 

県民の皆さんの模範となる環境保全活動に取り組まれる方々を表彰するため、６月５日、 

除幕式の様子 
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第１６回わかやま環境賞授賞式を開催し

ました。 
県では、平成１４年から、県民の皆さ

んに自主的に環境保全に関する取組を行

ってもらいたいと考え、環境保全に関す

る実践活動が他の模範となる団体や個人

を表彰し、その活動事例を県民の皆さん

に紹介しています。 

式典では、受賞者を代表して中山正隆有田川町長から「長年にわたり住民がごみの減量

や分別に取り組んできたことが評価された。今後も住民と一緒になって取り組んでいきた

い。」とお礼とともに今後の意気込みが述べられました。 

今年度の受賞者の方々は次のとおりです。（順不同・敬称略） 

・『わかやま環境大賞』（１団体） 

  有田川町 

    住民との協働による３Ｒと廃棄物減量の取組 

・『わかやま環境賞』（３団体） 

  真土区
ま つ ち く

（橋本市） 

    生ごみの資源化と四季折々の花の栽培によるＰＲ活動 

  和歌山市立和歌浦小学校（和歌山市） 

    地域資源を活用した学校と地域で行う環境教育の実践 

  三友工業株式会社（和歌山市） 

    建設業の特色を生かした清掃による環境保全活動 

・『特別賞（感謝状）』（１個人・１団体） 

  平山年夫（田辺市） 

    長年にわたる天神崎、元島周辺の清掃活動 

  西和佐婦人会（和歌山市） 

    ごみの減量と資源リサイクルのための分別回収の取組 

 

●２０１７年日本ベテランズ国際柔道大会が開催されました                       

 
世界各国から３０歳以上の柔道愛好家が参加し、２０１７年日本ベテランズ国際柔道大

会が、６月１７日と１８日、白浜町立総合体育館で開催されました。 

今大会には、本県から４３名の選手が参加。世界８つの国と地域の選手を含め、地方開

催では過去最大規模となる６００名以上の選手が参加し、日頃の稽古で培った力と技を競

い合いました。 

県では、この大会に加え、平成３１年には「第３２回全国健康福祉祭（ねんりんピック）」 

受賞者の皆さんと 
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を、平成３３年には、本県を含む関西一円を舞台に

「ワールドマスターズゲームズ２０２１関西」を開催

します。 

盛り上がりを見せた本大会の熱気を次のマスターズ

スポーツ大会へとつなげ、年齢を問わず参加できるス

ポーツの普及を推進してまいります。 

 

●知事から高校生にエール ～ 知事特別講演 ～                       

 
知事は、毎年県内の高校を訪問し、高校生

活で学ぶべきことや、今後の人生において大

切なことを伝えるために特別講演を行い、高

校生の皆さんにエールを送っています。 

今年は、５月１９日に串本古座高校、６月

１５日に智弁学園和歌山高校、同月１９日に

和歌山工業高校、同月２０日に日高高校にお

いて特別講演を行いました。 

知事は、自身の体験を交えながら、高校生活が人生において大切な時期であり、「いい

人」になるために他人の言うことをよく聞き、「ほんまかいな」、「なんでや」と自分で

考える力を身につける訓練の場であると話しました。また、「一度きりの人生なので、保

身はつまらない。失敗を恐れず挑戦して欲しい」と呼びかけました。 

さらに、高校時代は深く迷い、本気で悩んで進路を選んで欲しいと話し、今後の人生に

本当に役立つ言葉として「日々の感動を大事にすること」、「つらいことはいつか終わる」、

「失敗してもまあいっか」の精神で乗り切ることが大切だと語りかけました。 

これらの講演が、和歌山の将来を担う若者たちにとって、充実した高校生活を送るきっ

かけとなることを期待します。 

 

●第５期わかやま塾がスタートしました                       

 
６月２１日、県内企業の経営者や後継者、幹部な

ど５５名の方々が、経営者の心構えや必要な知識を

学ぶ「わかやま塾」が開講しました。 

平成２５年に創設し、今年で５年目を迎えるこの

塾は、知事が塾長を務め、将来の和歌山を支え、世

界に羽ばたくグローバルな人材を育成することを

目指しています。 

本県選手の試合の様子 

和歌山工業高校にて 

仁坂塾長による心掛け編講義 
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平成２９年度の第１回目となる本講義では、中野ＢＣ株式会社代表取締役会長の中野幸

生塾頭が塾生倫理規定等の説明を行い、続いて仁坂塾長が心掛けについての講義を行った

後、株式会社営業会議代表取締役社長の野口明美師範が「成功するプレゼンテーション技

術」の講義を行いました。 

塾生の１分間スピーチでは、「入塾した理由」「将来の目標」等について、「他の塾生

の皆さんとの交流を通じ、地方が元気になるための知識・ノウハウを深めたい」や「企業

の衰退は地域の衰退に直結すると感じている。自社を地域を背負う存在に成長させたい」

といった発言がありました。今後、わかやま塾の講義を受け、それぞれが自己研鑽に励む

ことで、さらなる飛躍を遂げていただきたいと思います。 

 

●和歌山県クルーズ振興協議会を設立しました                       

 
県は、６月７日、県内市町村や商工観光関係団体

などとともに、クルーズ客船の誘致を推進するため

の「和歌山県クルーズ振興協議会」を設立しました。 

近年、県内の主要港でもクルーズ客船の寄港数が

増加していたところですが、世界的にクルーズ人口

が増加を続けていることを受け、今後さらなる誘致

活動強化に一丸となって取り組んでいくため、県だ

けでなく、市町村、各地域の産業界の方々も加わった協議会を設立したものです。 

当日は、大阪大学大学院国際公共政策研究科の赤井伸郎教授による「クルーズ船寄港を

地域活性化につなげる自治体の取組のあり方について＋全世界のクルーズトレンド」と題

した講演が行われました。教授からは、世界的にはクルーズ船の旅は安価なものも多いこ

とや、クルーズ船の大型化が進んでいること、アメリカでは２０代、３０代の利用が多い

ことなどの説明があり、さらに、和歌山県は「東京からの陸路のアクセスが不便な点がク

ルーズ誘致にとってはセールスポイントになる」とのアドバイスがありました。 

また、県では今年度、船会社や船舶代理店などを対象とした港湾利用に係る費用の一部

を補助する「クルーズ客船寄港促進補助制度」を創設しました。 

今後、和歌山県内の港にクルーズ船の寄港が増加すると思われますので、港を拠点とし

た観光などの地域振興を図ってまいります。 

 

●三段壁
さんだんべき

が名勝に追加、光臺院
こうだいいん

書院
しょいん

庭園
ていえん

が登録記念物に                       

 
６月１６日、国の文化審議会が、白浜町の三段壁を名勝に追加指定することと、高野町

の光臺院書院庭園を登録記念物に登録することを文部科学大臣に答申し、それぞれ、指定、

登録されます。 

講演会の様子 
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なお、三段壁は、すでに名勝に指定されている「円

月島（高嶋）及び千畳敷」への追加指定となります。 

三段壁は、壮麗な海岸段丘で、断崖絶壁にある洞窟

などを含め、江戸時代以来の名所として、円月島や千

畳敷とともに白浜海岸の優れた風致景観として重要

であることから指定されることとなりました。 

光臺院書院庭園は、昭和を代表する庭園研究家であ

り作庭家でもあった重森三
しげもりみ

玲
れい

が設計した光臺院にあ

る２つの庭園のうちの一つで、高野町における重森の

庭園群の中に位置づけることができます。造園文化の

発展に寄与した意義深い事例であることが評価され

登録されることになりました。なお、もう一つの光臺

院庭園は、平成２２年２月に登録記念物に登録されて

います。 

今回の指定、登録により県内の名勝、登録記念物は以下のとおりとなります。 

＜名勝＞（１０件） 

 和歌山城西之丸庭園（和歌山市）、養翠園（和歌山市）、和歌の浦（和歌山市）、琴ノ

浦温山荘庭園（海南市）、粉河寺庭園（紀の川市）、根来寺庭園（岩出市）、天徳院庭園

（高野町）、円月島（高嶋）・千畳敷・三段壁（白浜町）、那智大滝（那智勝浦町）、南

方曼陀羅の風景地（田辺市、上富田町、白浜町、串本町） 

※なお、瀞八丁（新宮市他）は特別名勝・天然記念物、橋杭岩（串本町）は名勝・天然記

念物になります。 

＜登録記念物＞（６件（全て高野町内）） 

 光臺院庭園、光臺院書院庭園、西禅院庭園、正智院庭園、本覚院庭園、桜池院庭園 

先人から受け継がれたこれらの遺産をいつまでも皆さんに楽しんでいただけるよう、保

存に努めてまいります。 

 

●県内の小学生に「うめ」など県産農水産物をお届け                       

 
県では、地産地消の取組として、平成２４年度から、

県内の小学校、特別支援学校に「みかん」などの農水産

物をお届けし、給食や家庭科等の教材に使ってもらって

います。さらに本年度から提供品目に、「鯨肉」、「ジ

ビエ」を加えるとともに、給食のお届け先に中学校も加

え、より多くの子供たちに県産の農水産物を食べてもら

えるようにしました。 

三段壁 

光臺院書院庭園 

うめジュースづくり体験の様子 
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今月の和歌山県政トピックス                         

 

この取組の一環で、６月１２日～２３日に、県内の

小学校や特別支援学校に「うめ」をお届けし、子供た

ちにうめジュースづくりを体験してもらいました。 

また、これにあわせて、農家の方と県職員が訪問し、

「うめ」は全国シェアの６５％を占める全国一の産地

となっていることなど、「うめの生産状況」等につい

ての出前授業も行っています。 

今後、７月には「もも」をお届けし、皮剥き体験などにより農水産物に親みながら、美

味しく食べていただく予定で、その後も「かき」､「みかん」､「魚」､「鯨肉」､「ジビエ」

を１０月～２月にかけてお届けする予定です。 

このように、子供の頃から、和歌山の食材に親しみ、大人になってもふるさとの味を愉

しんでもらえるような取組を続けていきます。 

 

●「あらかわの桃」のスペシャルパフェ＆フルーツサンドウィッチが登場                       

 
７月１日～３０日に「資生堂パーラー銀座本店 サロン・

ド・カフェ」で開催される『２０１７真夏のパフェフェア第 1

弾』に、「あらかわの桃」を使用したパフェが登場しました。

また、同期間中は、フルーツサンドウィッチでも「あらかわの

桃」を味わっていただけます。 

県では、わかやま産ブランドの向上と販路を開拓するため、

高級・老舗外食店に県産品を使っていただくよう取組を進めて

います。 

今後も様々なメニューで和歌山の美味しいものを都会に住

む方々にもお届けしたいと思います。 

 

 

＜フルーツサンドウィッチ＞ 

 レーズンパンをほんのり焼き、生クリームに季節のフルー

ツを合わせた「フルーツサンドウィッチ」です。７種類入る

フルーツのひとつとして７月は「あらかわの桃」が使用され

ています。 

 

＜和歌山県 酒井農園産 あらかわの桃のパフェ＞ 

 完熟を迎え一つひとつ丁寧に収穫された「あらかわの桃」

を使用したパフェです。あふれ滴る果汁から広がる芳醇な香

りと、やさしい甘さをどうぞお楽しみください。 

きれいに実った「もも」 

フルーツサンドウィッチ 

和歌山県 酒井農園産 

あらかわの桃のパフェ 
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                       今月の和歌山県政トピックス  

 

●「大阪和歌山県人会」総会が開催されました                       

 
６月１１日、大阪和歌山県人会総会・懇親会がホ

テル日航大阪で開催されました。 

 懇親会の冒頭、佐竹和彦会長が、出席の方々にお

礼を述べられるとともに、「各県人会間の交流をさ

らに深め故郷和歌山県のために寄与したい。」と述

べられました。 
 また、元チャンバラトリオの結城哲也さんのアトラクションや、カラオケ大会のほか物

産コーナーも設けられ、会場は大いに盛り上がりました。 
 大阪和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税等でご協力をいただいていることに感謝

申し上げます。 
 
●「京都和歌山県人会平成２９年度定時総会懇親会」が開催されました       

 

６月１８日、京都和歌山県人会第１２５次・平成２

９年度定時総会懇親会が御所西京都平安ホテルで開

催されました。 

総会に続き、会員である京都大学大学院農学研究科

の藤原正幸教授の「水は天下のまわりもの」と題した

記念講演が行われました。 

 懇親会では冒頭、４期目を迎えた松尾忠昌会長が、

出席の方々にお礼を述べられるとともに、「２０２２

年の創立１３０周年記念行事の成功に向け新たな気持ちで全力で取り組んで行きたい。」

と述べられました。最後は「故郷」など懐かしい曲を全員で合唱し、会は和やかに締めく

くられました。 
 京都和歌山県人会の皆さんには、ふるさと納税等でご協力をいただいていることに感謝

申し上げます。 
 
 
 
 
 
 
 
 

県人会の皆さんによる合唱 

懇親会の様子 
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お 知 ら せ                               
 
 
 
 
 

本年度、県が取り組む世界農業遺産「みなべ・田辺の梅システム」を活用した地

域振興策をとりまとめましたので、お知らせします。  
なお、詳しくは県のホームページを御覧ください。 
http://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/070100/documents/plan2017.pdf 

 

世界農業遺産（GIAHS）「みなべ・田辺の梅システム」活用による 

地域振興アクションプラン２０１７策定 

  

 ★世界農業遺産の魅力や梅の機能性を国内外に発信するため、都内でのフォーラム開 

  催や国際大会を活用した戦略的な広報活動を展開 

 ・世界農業遺産の価値に着目した県産梅製品のイメージアップ活動 

 ・わかやま紀州館に世界農業遺産コーナーを設置し農産物等を販売 

 ・認定８地域と、世界農業遺産に特化した共同プロモーションを実施  

  ・北米、香港、台湾等海外の主要拠点で青梅や梅製品を PR 

 ・企業に対しロゴマークなど GIAHS 関連情報の活用を促進 

 ・梅の機能性食品表示取得による付加価値の向上 

Ⅰ 梅の販売促進 

  

 ・観光客の関心が高い環境や生物多様性に関する情報を発信 

 ・地域の魅力を堪能できるプレスツアーを実施 

 ・世界遺産や温泉など他の資源を組み合わせたモデル 

  コースを作成し、旅行会社等に提案 

Ⅱ 観光振興 

  

★和歌山大学と連携し、地域における GIAHS 活用 

  リーダーを育成 

 ・県内小学校と連携し、食育を通じた児童への啓発 

Ⅲ システム継承者の育成 

   

・世界農業遺産の認定を目指す国から研修生を受け 

   入れるなど相互交流を図り、ノウハウを還元する 

  とともに、人的ネットワークを構築 

Ⅳ 国際貢献 
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                             お 知 ら せせ 
 
●ふるさと和歌山応援寄附(ふるさと納税)の案内                   

 

ふるさと和歌山応援寄附は、取組を始めて今年で 10年目に入り、お陰をもちまして、延

べ約 4,300 名の皆さんから 2 億 7 千万円近くの御寄附と力強い応援メッセージを数多くい

ただいております。 

この制度は、｢ふるさと和歌山を大切にした

い｣、｢和歌山を応援したい｣という思いを具体化

するための制度です。 

県では、ふるさと和歌山応援寄附を「世界遺産

『紀伊山地の霊場と参詣道』の保全や活用」や「が

ん対策」、「南紀熊野ジオパークの推進」など御

指定いただいた９つの分野で活用させていただ

いております。 

また、御寄附につきましては、郵送や振込みで

行うことができますが、クレジットカードで行

う場合は、ふるさと納税総合サイト「ふるさと

チョイス」（http://www.furusato-tax.jp/）の

サイト上で、簡単に申込みとクレジットカードに

よる決済を行うことができますので御利用くだ

さい。 

 

1 万円以上の御寄附をいただいた方には、プレ

ミア和歌山の事業者から御協力をお願いした 41

品目の返礼品の中から１品をお選びいただけま

す。 

また、インターネット限定で、２万円以上の御

寄附をいただいた方には、41 品目又は特別メニ

ューとして、和歌山特産の果物や熊野牛から１品をお届けします。果物は期間限定となり、

秋には「温室新秋柿」や「木熟みかん」、冬には「苺（毬姫様）」も予定していますので、

和歌山県が誇る優良産品（プレミア和歌山）を是非御堪能ください。 

 

これからも、ふるさと和歌山応援寄附に御協力いただきますよう、お願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

単身者の場合 夫婦、子　2人の場合
給与収入 寄附金額目安 給与収入 寄附金額目安

300万円 31,000円 300万円 4,000円

400万円 46,000円 400万円 17,000円

500万円 67,000円 500万円 33,000円

600万円 84,000円 600万円 53,000円

700万円 118,000円 700万円 75,000円

800万円 141,000円 800万円 109,000円

900万円 164,000円 900万円 132,000円

1,000万円 188,000円 1,000万円 157,000円

1,500万円 394,000円 1,500万円 355,000円

2,000万円 572,000円 2,000万円 532,000円

自己負担額 2,000円を超える金額が全額控除される寄附金額の

目安は右表のとおりです。

【注意】

下の表はあくまでも目安としてお考えください。

全額控除される寄附金額の目安

○寄附金控除のしくみ
（例）

所得税
約800円

住民税
約7,200円

適用下限額
約2,000円

寄附金10,000円の場合

控除額合計約8,000円
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お礼の品一覧 
１品お選びいただけます！ 
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－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・

－・－・－・－・－・－ 
★お問い合わせ・申込窓口★         ☆お問い合わせ窓口☆ 
〒640-858                  〒102-0093 
和歌山市小松原通一丁目１番地         東京都千代田区平河町 2-6-3 
総務部総務管理局税務課            都道府県会館12階 
担当 西岡、嶋村、岡田            和歌山県東京事務所 
電話 073-441-2186(直通)            担当 宮脇 
FAX  073-423-1192               電話 03-5212-9057 

E-mail: furusato-ouen@pref.wakayama.lg.jp    FAX  03-5212-9059 
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ふるさと歳時記                              

 
 イベント情報(７月中旬～８月上旬) 

 

期間 行事名 場所 問い合わせ先 

7 月中旬 扇
おうぎ

立
たて

祭
まつり

 新宮市・熊野速玉大社 
熊野速玉大社 

0735-22-2533 

7 月中旬 

那智の滝大しめ縄張り替え 

那智勝浦町・熊野那智大社 

 

 

熊野那智大社 

0735-55-0321 

熊野那智大社 
１７００年例大祭 

那智の火祭・那智の田楽 

7 月中旬 くじらに出会える海水浴場 太地町・くじら浜海水浴場 
太地町産業建設課 

0735-59-2335 

7 月中旬 高山寺夏祭り 田辺市・高山寺 高山寺 

0739-22-0274 

7 月下旬 港まつり 和歌山市・和歌山港 
港まつり実行委員会 

073-432-3116 

7 月下旬 河内
こ う ち

祭
まつり

の御船行事 串本町・古座川河口付近 
古座観光協会 

0735-72-0645 

7 月下旬 粉河祭 紀の川市・ 
粉河とんまか通り 

粉河祭保存会 

0736-77-2511 

7 月下旬 天神祭 和歌山市・和歌浦天満宮 
和歌浦天満宮 

073-444-4769 

7 月下旬 熊野古道清姫まつり 田辺市・中辺路町 
中辺路観光協会 

0739-64-1470 

7 月下旬 日前宮薪能 和歌山市・日前神宮 
日前神宮国縣神社 

073-471-3730 

7 月下旬 茅輪祭 和歌山市・伊太祁曽神社 
伊太祁曽神社 

073-478-0006 

7 月下旬 白浜花火フェスティバル 白浜町・白良浜 
白浜観光協会 

0739-43-5511 

8 月上旬 紀州おどり ぶんだら節 和歌山市・和歌山城周辺 
紀州おどり実行委員会 

073-435-1234 

8 月上旬 
おどるんや  

紀州よさこい祭り 和歌山市内各所 
NPO 紀州お祭りプロジ

ェクト 073-426-4424 

8 月上旬 かいなん夢風鈴祭り 海南市・物産観光センター 
かいなん夢風鈴まつり実

行委員会 073-482-4363 

8 月上旬 千日詣 和歌山市・紀三井寺 
紀三井寺 

073-444-1002 

8 月上旬 
白浜キャンドル 

イルミネーション 白浜町・白良浜海水浴場 
白浜温泉旅館協働組合 

0739-42-2215 
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                            ふるさと歳時記  

 
自然・風物情報(７月中旬～８月中旬) 

 

時期 自然・風物名 場所 問い合わせ先 
7/10 

～7/31 

桃狩り かつらぎ町内各所 

阪口農園 

0736-22-4944 

～8/13 
名山農園 

0736-22-2508 

～7/25 
林農園 

0736-22-2072 

７月中旬 ハス開花 
岩出市・ 

植物公園緑化センター 

植物公園緑化センター 

0736-62-4029 

７月中旬 

～10 月中旬 
トマト狩り 

かつらぎ町新城 
中前農園 

0736-26-0409 

7/25 

～8/25 
かつらぎ町天野 

山本農園 

0736-26-0378 

7 月下旬 真夏にアジサイ満開 
かつらぎ町・ 

花園あじさい園 

花園あじさい園 

0737-26-0888 

7 月下旬 ボウズハゼ滝登り 古座川町・滝ノ拝 古座川町産業建設課 

0735-72-0180 

8 月上旬 サルスベリ咲く 
田辺市・新庄総合公園 田辺市管理課 

0739-26-9966 

白浜町・吉祥寺 
吉祥寺 

0739-54-0043 

8 月上旬 ブドウ狩りオープン 
有田市・有田巨峰村 有田川町商工観光課 

0737-52-2111 

田辺市・紀南観光ブドウ園 田辺観光協会 

0739-26-9929 

8 月中旬 
梨狩り、 

リンゴ狩りオープン かつらぎ町内農園 かつらぎ町観光協会 

0736-22-0300 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 白良浜海水浴場 

例年、本州一早い海開きをしてい

た白良浜海水浴場ですが、今年の海

開きは７月１５日になります。県内

の海水浴場はおおむね７月１日に海

開きをしています。  

 夏本番を迎えました。  

是非、和歌山の美しい海へおいでく

ださい。 
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～編集後記～ 

 

まだまた梅雨のじめじめした日々が続いております。和歌山県では、台風３号による

影響で、一部地域で避難指示が出されました。また他県では、気象庁から特別警報が出

され、九州地方で観測史上最大となる大雨が降り、大きな被害が発生しております。 

お亡くなりになられた方々に謹んでお悔やみを申し上げますとともに、被災された

方々に心からお見舞い申し上げます。 

和歌山県は、平成２３年の紀伊半島大水害の際、全国の皆様から心温まる御支援をい

ただきました。今後の動向を見て必要とあれば、いつでも応援にまいりたいと考えてい

ます。 

 

さて、先日紀の川市で開催された大賀ハス観蓮会に参加し、ハスの花を観賞してきま

した。大賀ハスは、大賀博士が、２０００年前のハスの実を発掘し、２０世紀に蘇らせ

たものですが、ハスの実の発見や花を咲かせるまでには、多くの方々の大変な苦労があ

ったそうです。そのハスを大切に守り、後世に受け継ごうと活動を続ける皆さんの姿と、

その気持ちを映したかのように美しく咲くハスの花に、心を打たれました。 

                      

５月号でお伝えしていました、元内閣法制局長官 故 工藤敦夫氏のチョウ類標本をご

遺族から寄贈いただいたことについて、このたび、和歌山県立自然博物館において「企

画展 工藤敦夫氏チョウ類標本」が７月１日（土）から７月３０日（日）まで開催され

ております。日本産蝶類の種類の大部分を網羅するコレクションとなっており、さらに、

通常湿気や紫外線の影響を受けやすいため標本庫の中に収蔵される昆虫標本の一部を特

別に展示しております。 

和歌山にお越しの際には、是非ご覧いただければと思います。 

 

５月下旬から７月にかけて、県人会の皆さんの総会等にお邪魔させていただいており

ます。歓迎をいただきありがとうございます。また、その際に「和歌山だよりを楽しみ

にしてるよ」とお声かけをいただき、大変励みになっております。  

今後も引き続き、和歌山の素晴らしい名所や和歌山ならではの取組を紹介できるよう

頑張ってまいります。 

  知事室秘書課長  南木 芳亮 

 
 和歌山だよりに対するご意見・ご感想をお聞かせください。また、皆様がお持ちの和歌
山に関する情報をご提供ください。今後、皆様のお声を紙面づくりに活かしていきたいと
考えています。 
 （下記のＦＡＸ（様式自由）、Ｅ-Mail 等でお願いします。） 

  ■FAX 073-422-4032  

  ■E-mail e0001003@pref.wakayama.lg.jp 

  和 歌 山 県 の ホ ー ム ペ ー ジ    http://www.pref.wakayama.lg.jp/   

ふるさと和歌山応援ｻｲﾄ httｐ://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/furusato/   

                   2017 年（平成 29 年）７月 Nｏ.１１１ 
   *個人情報につきましては、「和歌山だより」       和歌山県 秘書課 

     の発行以外の目的には、使用いたしません。       〒640-8585 和歌山県和歌山市小松原通１－１ 

                      TEL 073-441-2022 

★「和歌山だより」Ｗeｂ版を和歌山県ホームページにアップしています。Ｗeｂ版

ならではの美しい画面を楽しんでいただけますので是非御覧ください。 


